
シーズン到来、アートめくりはこの一冊で！

圏曰
画廊＆美術館へ
行こう！！
秋の話題展X110
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日動名品展
10月18日（水）～30日（月） 会期中無休

日動画廊本店
東京都中央区銀座5-3-16

合 03(3571) 2553 

10:30~18:30／土・日11:00~18:00／最終日～17:00

h廿ps://www.nichido-garo.co.jp

［出品作家］

安井曾太郎／藤島武二／梅原龍三郎／中川ー政

香月泰男／向井潤吉／熊谷守一ほか多数

銀座で堪能する

近代洋画の黎明から隆盛まで
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井

1
9
2
8
年
に
創
業
し
、
日
本
で
最

も
歴
史
の
あ
る
洋
画
商
と
し
て
、
油
彩
、

彫
刻
、
版
画
を
メ
イ
ソ
に
取
り
扱
っ
て
き

た
日
動
画
廊
。
国
内
外
の
物
故
作
家
、
現

存
作
家
を
あ
わ
せ
て
取
り
扱
い
作
家
は
数

百
名
に
及
び
、
な
か
で
も
秋
の
「
日
動
名

品
展
」
は
芸
術
の
季
節
を
彩
る
日
動
画
廊

銀
座
本
店
の
恒
例
展
覧
会
。

今
回
は
安
井
曾
太
郎
、
梅
原
龍
三
郎
、

林
武
を
は
じ
め
と
し
た
日
本
の
美
術
史
に

名
を
連
ね
る
近
代
絵
画
の
巨
匠
名
品
を
一

堂
に
展
示
す
る
。

51 

林武 《富士》 10S 油彩



コタボ、ギアマン、ワイズバッシュ、
フサロー具象の系譜一
9月16日（土）～10月8日（日） 会期中無休

ギャルリーためなが大阪
大阪市中央区城見1-4-1ホテルニューオータニ大阪1F

合 06(6949)3434

11:00~19:00 

https://www.tamenaga.com 

一
洋
画

コ
タ
ボ
、
ギ
ア
マ
ン
、
ワ
イ
ズ
バ
ッ

ジ
ュ
、
フ
サ
ロ
は
、
2
0
世
紀
前
半
パ
リ
で

活
動
し
た
外
国
人
画
家
ピ
カ
ソ
、
ジ
ャ

ガ
ー
ル
、
キ
ス
リ
ン
グ
、
モ
デ
ィ
リ
ア
ー

二
、
ス
ー
チ
ン
、
藤
田
嗣
治
な
ど
の
エ
コ
ー

ル
・
ド

・
バ
リ
（
バ
リ
派
）
の
後
に
続
い

て
、
新
し
い
具
象
絵
画
を
探
求
し
、
独
自

ポール・ギアマン

Paul GUIRAMAND (1926~2007) 

フランス北部のサンカンタン生まれ。卓抜し

た色彩感覚による寒暖色の対比を用い幻想

的な風景を描いた。

クロード・ワイズパッシュ

Claude WEISBUCH (1927~2014) 

フランス北東部のドイツ国境に近いティオン

ヴィル生まれ。卓越したデッサンカによって

瞬間的な動きを捉え、セピア系統の色で統

ーされた作品は表情豊かな一瞬を描いた。

の
画
風
を
確
立
さ
せ
た
画
家
た
ち
。

圧
倒
的
な
マ
チ
ェ
ー
ル
効
果
、
大
胆
な

色
彩
構
成
、

一
瞬
の
動
き
を
捉
え
る
デ
ッ

サ
ン
カ
、
溢
れ
出
す
イ
マ
ジ
ネ
ー
ジ
ョ
ン

な
ど
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
中
に
フ
ラ
ン

ス
人
な
ら
で
は
の
エ
ス
プ
リ
が
効
い
た
作

品
は
ど
れ
も
エ
レ
ガ
ン
ト
か
つ
印
象
的
で

人
気
を
博
し
た
。

抽
象
絵
画
全
盛
の
時
代
に
、
彼
ら
が
描

＜
具
象
絵
画
は
戦
後
豊
か
に
な
っ
た
日
本

人
の
心
を
捉
え
、
日
本
で
現
代
フ
ラ
ン
ス

具
象
絵
画
の
礎
が
築
か
れ
た
。

一
時
代
を
築
い
た

4
人
の
風
景
、
静
物
、

花
、
人
物
画
、
油
彩
約
3
0
点
を
堪
能
す
る
。

アンドレ・コタポ

Andre COTTAVOZ (1922~2012) 

フランス中南部の町サン・マルスラン生まれ。

単純化したフォルムに中間色、厚塗りのマチ

エールで風景や生き生きとした花を描いた。

ジャン・フサロ

Jean FUSARO (1925~) 

フランス最大の港湾都市マルセイユ生まれ。

ヨーロッパ各地の海辺や街並みの風景を、白

を基調に多彩な青を用いて躍動感ある筆勢

で詩情豊かな空間を描く。

．、，．、

アンドレ・コタボ 《パラと百合のプーケ》

81 x65cm 油彩

戦後の日本人の心をとらえた

フランス具象絵画のエスプリ

ポール・ギアマン 《サーカス》 60x73cm 油彩

クロード・ワイズバッシュ 《カルテット》 87x119cm 油彩

ジャン・フサロ 《サン・ポール》 73x92cm 油彩

デュフィとローランサン
ーモードに触れた二人一
9月16日（土）～10月15日（日） 会期中無休

ギャルリーためなが
東京都中央区銀座7-5-4

云 03(3573)5368

11:00~19:00／日・祝～17:00

https://www.tamenaga.com 

20世紀初頭のパリを舞台に

新たな価値を創造した二人の画家

ラウル・デュフィ 《風景》 60x73cm 油彩

ラウル・デュフィ

RaouしDUFY（↑877~1953)

フランス、ノルマンディ地方の港町ルアーブル生まれ。音楽を奏でるか如

く流麗にそして軽やかに、生の歓びを描いた。

マリー・ローランサン

Marie LAURENCIN (1883~1956) 

バリ生まれ。エコール・ド・バリの作家との交流を深め、真珠のように輝

く白とバステルカラーで描く詩情豊かな独自のスタイルで婦人を数多く描

いた。

マリー・ローランサン 《白いスカーフの少女》 46x38cm 油彩

一
洋
画

2
0
世
紀
初
頭
の
バ
リ
を
舞
台
に
活
躍
し

た
画
家
、
ラ
ウ
ル
・
デ
ュ
フ
ィ
と
マ
リ
ー

・
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
。
そ
れ
は
美
術
、
音
楽
、

文
学
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
互
い
に
影
響
し

合
い
な
が
ら
新
た
な
価
値
の
創
造
を
強
く

求
め
た
時
代
だ
っ
た
。

女
性
を
コ
ル
セ
ッ
ト
か
ら
解
放
し
た
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
ポ
ー
ル
・
ポ
ワ
レ
は
、
デ
ュ

フ
ィ
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
明
る
＜
洒
脱
な
布

地
を
用
い
て
優
雅
な
ド
レ
ス
を
生
み
出
し

モ
ー
ド
界
を
席
巻
。
そ
の
後
も
デ
ュ
フ
ィ

は

1
9
5
3
年
に
そ
の
生
涯
を
終
え
る

ま
で
、
油
彩
画
、
水
彩
画
、
木
版
画
、
タ

ピ
ス
リ
ー
、
陶
器
、
そ
し
て
鮮
や
か
な
色

彩
と
大
胆
な
モ
チ
ー
フ
の
布
地
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
そ
の
豊
か
な
才
能
を
発

揮
し
、
フ
ラ
ン
ス
近
代
絵
画
史
に
確
固
と

し
た
地
位
を
築
き
あ
げ
た
。

女
性
美
を
追
求
す
る
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
は
、

ジ
ャ
ネ
ル
を
繍
っ
た
社
交
界
の
婦
人
の
肖

像
画
を
柔
ら
か
な
バ
ス
テ
ル
ト
ー
ン
で
描

き
人
気
を
博
し
、
そ
の
作
品
は
今
で
も
多

く
の
コ
レ
ク
タ
ー
を
魅
了
す
る
。

歴
史
に
刻
ま
れ
た
革
新
的
な
パ
リ
の

モ
ー
ド
と
、
当
時
の
空
気
を
取
り
入
れ
な

が
ら
時
代
を
切
り
開
い
た
二
人
の
画
家
の

作
品
約
3
0
点
を
一
堂
に
展
覧
す
る
。
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